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開
会
中
の
３
月
議
会
は
１
日
の
議
案
質
疑
で
山
岡
光
広
・
岡
田
重
美
・
西
山

実
の
各
議
員
が
質
疑
を
行
࠸
ࡲ
ࡋ
ࡓ
劤
ࡲ
ࡓ
４
日
か
ら
６
日
に
か
け
て
一
般
質

問
が
行
ࢃ
ࢀ
劣
15
名
の
議
員
が
登
壇
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
劤

山
岡
光
広
議
員
ࡣ
䣍
①
視
覚
障
害
者
の
福
祉

施
策
に
つ
い
て
䣍
②
通
学
バ
ス
の
補
助
制
度
に

つ
い
て
䣍
③
コ
ミ
バ
ス
・
コ
ミ
タ
ク
の
再
編
問

題
に
つ
い
て
䣍
④
国
民
健
康
保
険
税
の
今
後
に

つ
い
て
の
４
つ
の
ࢸ
䤀
࣐
で
質
問
し
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

市
内
で
視
覚
障
害
者
手
帳
を
保
持
し
て
い

る
人
は
２
１
６
ே
䣎
６０
歳
以
上
が
７
割
近
く
占

ࡵ
࡚
࠾
ࡾ
䣍
高
齢
者
に
視
覚
障
害
が
多
い
こ
と


ࡽ
䣍
眼
底
・
眼
圧
検
査
の
実
施
や
視
覚
障
害

者
の
た
め
の
補
装
具
な
ど
福
祉
施
策
の
充
実

を
ᙉ
ㄪ
䣎
䣓
ど
ぬ
㞀
ᐖ
ᨭ

ࣁ
ࣥ
ࢻ
ࣈ
䣹
ࢡ
䣔

な
ど
作
成
し
て
相
談
に
対
応
ࢆ
䣍

求
め
た
と

ࡇ
ࢁ
䣍
䣓
検
討
ࡍ
ࡿ
䣔

ࡢ
回
答
࡛
ࡋ
ࡓ
䣎

市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
で
バ
ス
代
補

助
が
支
給
さ
れ
て
い
な
い
の
が
１１
人
だ
け
と

い
う
実
態
ࢆ
ࡩ
ࡲ
࠼
࡚
䣍
䣓
ࡍ

࡚
ࡢ
子
ど
も

を
対
象

ࡍ

ࡁ
䣔

ᥦ

䣎
ࡲ
ࡓ
䣓
通
学
バ

ࢫ
䣔
と
し
て
運
行
ࡋ
ࡓ
ࡽ

࠺

䣍

ᥦ

䣎

教
育
部
長
は
検
討
す
る
と
応
࠼
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

コ
ミ
バ
ス
・
コ
ミ
タ
ク
が
４
月
か
ら
大
幅
に

減
便
ࡉ
ࢀ
ࡿ
ࡇ


ࡘ
࠸
࡚
䣓
市
民
の
ࢽ
䤀
ࢬ

に
応
え
た
再
編
ࢆ
䣔
䣓
減
便
・
予
約
制
デ
マ
ン

ド

࡞
䣬
ࡓ
ࡽ
困
ࡿ
䣍

࠸
࠺
声
ࡀ
࠶
ࡿ
䣎
地

域
の
声
に
応
え
た
再
編
ࢆ
䣔

せ
ồ
䣎
こ
の
な

か
で
甲
南
の
環
状
線
及
び
土
山
の
鮎
河
・
山

ෆ
䣍

㔝
䣍
ᅵ
ᒣ
の
三
地
区
ࡣ
䣓
予
約
制
デ
マ

ン
ド
の
導
入
を
中
止
し
て
現
行
通
り
運
行
す

ࡿ
䣔
ࡇ

ࢆ
明
ࡽ


ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

国
民
健
康
保
険
税
が
今
後
大
幅
に
引
き
上

げ
ら
れ
る
問
題
点
に
つ
い
て
質
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

西
山
実
議
員
ࡣ
䣍
①
有
機
ࣇ
䣹
素
化
合
物
の

検
査
に
つ
い
て
䣍
②
ࢥ
ࣥ
ࢡ
ࣜ
䤀
ࢺ
ࣈ
ࣟ
䣹
ࢡ

や
石
畳
の
Ṍ
㐨
䣍
㐨
㊰
の
改
修
に
つ
い
て
䣍
③

水
口
細
工
の
保
存
・
伝
承
の
３
つ
の
ࢸ
䤀
࣐
で

質
問
ࢆ
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

い
ま
全
国
的
に
問
題

࡞
䣬
࡚
࠸
ࡿ
有
機

ࣇ
䣹
⣲

ྜ
≀
䣎
ṧ
␃
ᛶ
が
高
ࡃ
䣍
発
が
ん
性

な
ど
人
体
へ
の
悪
影
響
が
指
摘
ࡉ
ࢀ
࡚
࠾
ࡾ
䣍

県
内
の
河
川
や
水
道
水
か
ら
検
出
さ
れ
て
い

ࡿ
ࡇ


ࡽ
䣍
甲
賀
市
に
お
け
る
検
査
の
状
況

を
質
問
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
市
民
環
境
部
長
ࡼ
ࡾ
䣓
最

大
値
は
野
洲
川
で
19

ppt
䣍

ᡞ
ᕝ
で
22

ppt
䣍

信
楽
川
で
14

ppt
と
基
準
値
を
下
回
䣬
࡚
࠸
ࡿ

ࡇ

䣍
水
源
地
17
か
ᡤ
䣍
Ỉ
㐨
Ỉ
13
か
所
で

ࡶ
䣍
11

ppt
以
下
の
⤖
ᯝ
䣔
と
回
答
が
あ
り
ま

ࡋ
ࡓ
䣎
西
山
議
員
は
検
査
結
果
を
市
民
に
分
か

り
や
す
く
情
報
提
供
す
べ
き
と
質
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

次

䣍
笹
が
丘
地
先
の
ࢥ
ࣥ
ࢡ
ࣜ
䤀
ࢺ
ࣈ
ࣟ

䣹
ࢡ
の
歩
道
の
凸
凹

ࡘ
࠸
࡚
䣍
写
真
を
見
せ

て
危
険
箇
所
の
早
期
の
改
修
を
求
ࡵ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

三
点
目
の
水
口
細
工

ࡘ
࠸
࡚
䣍
実
物
を
見

ࡏ
࡞
ࡀ
ࡽ
䣍
甲
賀
市
と
し
て
水
口
細
工
を
地
域

の
文
化
と
し
て
守
り
育
て
る
こ
と
が
ᚲ
せ
䣍

年
々
収
穫
量
が
減
䣬
࡚
࠸
ࡿ
原
料
の
葛
ࡘ
ࡿ
䣍

ア
オ
ツ
ヅ
ラ
フ
ジ
の
採
取
の
協
力
を
呼
び
か

ࡅ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎
教
育
部
長
ࡼ
ࡾ
䣓
引
き
続
き
水
口

細
工
復
興
研
究
会
の
活
動
に
協
力
す
る
と
と

ࡶ

䣍
保
存
伝
承
に
努
ࡵ
ࡿ
ࡇ

䣍
材
料
調
達

も
支
援
ࡋ
࡚
࠸
ࡃ
䣔

回
答
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

山
岡
光
広
議
員
ࡣ
䣍
子
ど
も
・
子

育
て
施
策
推
進
交
付
金
２
１
８
９
万

７
千
円
の
活
用
に
つ
い
て
質
問
䣎
こ
ど

も
政
策
部
長
ࡼ
ࡾ
䣓
市
内
保
育
園
お
む

つ
無
償
提
供
事
業
１
４
４
６
万
７
千


䣍
ዷ
፬

ᗣ
デ
ᰝ

ᴗ
㸯
㸲
㸳



䣍
㧗
ᰯ
⏕
ୡ
௦
⚟
♴
་
⒪
ຓ
ᡂ
㸳
㸮

０
万
円
な
ど
に
活
用
䣔
と
回
答
が
あ
り

ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

後
期
高
齢
者
医
療
の
健
康
診
査
に

ࡘ
࠸
࡚
ࡣ
䣍
市
民
環
境
部
長

ࡽ
䣓
令

和
６
年
度
か
ら
国
民
健
康
保
険
の
特

定
健
診
と
同
様

䣍
対
象
者
を
見
直

ࡋ
䣍
長
期
入
院
お
よ
び
施
設
入
所
者
以

外
が
対
象
で
䣍
約
１
３
３
０
０
人
と
約

3.3
倍
に
増
加
す
る
䣔

の
回
答
が
あ

ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

新
規
事
業
と
し
て
補
聴
器
購
入
費

補
助
１
４
０
万
円
に
関
し
て
ࡣ
䣍
健
康

福
祉
部
長
か
ら
䣓
医
師
か
ら
補
聴
器
使

用
の
必
要
性
を
認
め
ら
れ
た
住
民
税

非
課
税
世
帯
に
属
す
る
65
歳
以
上
の

方
が
対
象
で
䣍
他
の
制
度
で
同
様
の
助

成
を
受
け
て
い
な
い
方

ࡋ
䣍
購
入
費

用
の
1/2
䣍
２
万
円
を
上
限

ࡍ
ࡿ
䣔

と
ᅇ
⟅
䣎
ᒣ
ᒸ
㆟
ဨ
ࡣ
䣓
補
聴
器
は
高

価
な
た
め
に
上
限
２
万
円
で
は
少
な

࠸
䣔

質
ࡋ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

岡
田
重
美
議
員
は
䣍
学
び
の
多
様

化
推
進
事
業
の
不
登
校
対
策
事
業
・
ス

࣌
ࢩ
䣺
ࣝ
ࢧ
࣏
䤀
ࢺ
ࣝ
䤀
࣒
設
置
事

業
・
教
育
支
援
ࢭ
ࣥ
ࢱ
䤀
事
業
・
フ
リ

䤀
ࢫ
ࢡ
䤀
ࣝ
利
用
支
援
事
業
に
つ
い

て
㉁
ၥ
䣎
ᩍ
⫱
㒊
㛗
ࡼ
ࡾ
䣓
学
校
に
お

け
る
不
登
校
傾
向
な
ど
の
児
童
生
徒

の
᪩
ᮇ
Ⓨ
ぢ
䣍
᪩
ᮇ
ᨭ

య
ไ
の
充
実

を
図
ࡿ
䣔

ࡢ
回
答
ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

西
山
実
議
員
ࡣ
䣍
令
和
６
年
度
人

件
費
予
算
が
䣍
令
和
５
年
度
よ
り
４
億

３
３
３
４
万
円
増
額
し
て
い
る
理
由

に
つ
い
て
㉁
ၥ
䣎
䣓
会
計
年
度
任
用
職

員
に
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
１
億
８

㸷
㸮
㸮


䣍
給
与
等
࣋
䤀
ࢫ

䣹

ࣉ
䣍
地
域
手
当
の
見
直
ࡋ
䣍
共
済
費
の

増
額
䣔
と
回
答
が
あ
り
ま
し
た
䣎

復
活
し
た
広
島
平
和
記
念
式
典
参

加
業
務
委
託
１
３
０
万
円
に
つ
い
て

ࡣ
䣍
令
和
４
年
度
予
算
よ
り
減
額
の
理

由
を
質
問
䣎
䣓
令
和
６
年
度
は
人
数
を

15
人
に
縮
小
ࡋ
䣍
熱
中
症
が
心
配
さ

れ
る
時
期
に
子
ど
も
た
ち
の
疲
労
軽

減

䣍
᪂
ᖿ
⥺

⏝
䣍
ᘧ


ሙ
に
近

い
ホ
テ
ル
を
確
保
ࡍ
ࡿ
䣔
䣎

ࡢ
回
答

ࡀ
࠶
ࡾ
ࡲ
ࡋ
ࡓ
䣎

２月２９日午後、甲南地域市民センターを会場に、第７回甲

賀市投票区域編成審議会が開催され、答申案について審議され

ました。審議では、投票率の低下を招かないようにすることを

大前提として、諮問に合わせて示された３７投票区への見直し

は急激であり、投票率が低下することが心配されることから、

自宅から投票所までの距離を３㎞以内となるよう編成すること

など地域事情を充分に考慮することなどが話し合われました。

●…

各
議
案
に
対
す
る
質
疑


